
プレパパママ＆パパママのための子育てに役立つ情報を紹介！

伝えたい！
届けたい！

市の最新の子育て情報
を掲載している

「みはら子育てねっと」
もあわせてチェック♪Vol.14

子ども食堂
～子ども食堂あいこう～
みんなで「いただきます！」

誰でも参加できる地域交流の場

地域のボランティアの人たちが中心になって運
営している子ども食堂は、子どもや家族、高齢者
など誰でも参加できる交流の場です。毎月、旬の
食材を使用し、季節感や栄養バランスを意識した
献立が登場。食材のほとんどは地元事業者から提
供してもらっています。手作りの温かい食事とお
もてなしに多くの人が集まっています。

1.2.3.「毎回おいしい」「季
節の野菜や果物が食べら
れる」「子どもが自分でお
金を払うなど社会活動が
経験できる」と話し、楽し
そうに食事をする参加者。
4.5.野菜を多く食べられ
るメニューを考え、子ども
に人気のカレーや丼にも
季節野菜を入れるなど工
夫している。6.アットホー
ムな雰囲気も人気の理由。

　1人ではなく、みんな
で楽しく食事ができる場
所を作りたいと思い始め
ました。子どもたちの「お
いしい」の声や笑顔、お
かわりをする姿がやりが
いになっています。

左から眞田さん、大谷さん、熊谷さん、丹羽さん、藤岡さん、眞田園長

運営者の声
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子ども食堂
■■問子育て支援課
(■■TEL 0848-67-6079)
※詳しくは市■■HPを参照。

館町、城町、本町、港町、西宮、久
井町、大和町の7カ所で月1回程度
開催。各地域のボランティアが運営
し、誰でも参加できる。※料金は施
設によって異なります。

施設インフォメーション

➡市■■HP ■■時 25日(土)11
時30分～13時　
■■所 認 定こども
園愛光園　
■■￥ 子ども(中学
生以下)100円、
大人300円
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参加
無料

■■所ペアシティ三原西館 ほか
■■内 仕事の紹介、体験など
■■申 11月18日(土)17時までに専
用ページからまたは㈱ＭＣＡＴ
(■■TEL 0848-63-8600)へ
※申し込み多数の場
合は抽選。

仕事体験講座

専用ページ➡

年間を通してさまざまな仕事･職業の体験講座を開催しています。 ■■問子育て支援課(■■TEL 0848-67-6079)

12月の

11月の開催
子ども食堂あいこう
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スポーツ選手
(自転車･サッカー･ホッケー)
■■時 16日(土)9時から
■■所リージョンプラザ ほか
■■対 小学4～6年生　
■■定 60人

A野菜ソムリエ
Bメイクアップアーティスト
■■時 10日(日)①13時30分
から②15時から　■■対 小
学3～6年生　■■定 A①②
各15人B①②各10人

製造業(清涼飲料)
■■時 25日(月)13時30分か
ら　■■所コカ･コーラボトラ
ーズ ジャパン広島工場　
■■対小学3～6年生　■■定 15人

A新聞記者
B陶芸家

■■時 23日(土)①10時か
ら②11時30分から　
■■対 小学4～6年生　
■■定 ①②各職種10人

A助産師
B漫画家

■■時 17日(日)①10時から②
11時30分から　■■対 A小
学3～6年生B小学4～6年
生　■■定 ①②各職種10人

製造業(電車)
■■時 26日(火)9時から
■■所 三菱重工三原製作所 
和田沖工場　■■対 小学5･6
年生　■■定 10人
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This month’s

N o t i c e
B o a r d

1 1月1 1月ののお知らせお知らせ掲示板掲示板
市からのお知らせや、新たな取り組みなどについて掲載します。

■■問　危機管理課(■■TEL 0848-67-6165)

　市民一人ひとりが避難行動を確認することを目的として、避難訓練を実施します。ハザード
マップで災害が起こりそうな場所や避難場所などを前もって確認しておきましょう。
■■時　25日(土)9時～12時

市民防災訓練を実施します01

農林漁業者向け支援制度を紹介します
｢動力光熱費高騰対策支援金｣02

➡防災訓練 ➡ハザードマップ

■■対　次の全てに該当する事業者
●�市内で農林漁業を営む個人または法人
●青色申告を行なっている
●動力光熱費が10万円以上である

■■申　12月28日(木)までに申請書(提出先、各支所、市■■HP に用意)を持参または
郵送で農林水産課(〒723-8601港町三丁目5番1号)へ

対象経費 支援金の額
10万円以上20万円未満 1万5千円

20万円以上60万円未満 4万円

60万円以上100万円未満 8万円

100万円以上 10万円

■■問　農林水産課
(■■TEL 0848-67-6077)

※大雨など、天候状況により訓練中止の場
合があります。(小雨決行)
※訓練を中止する場合、ホームページ、メー
ル･SNSなどでお知らせします。

●避難訓練
　大雨を想定し、避難情報を訓練発令します。
　非常用持出品などを準備し、地域住民同士で声を掛け
合って避難しましょう。
❶ 9時　【警戒レベル 3】高齢者等避難　発令
❷ 9時 30分　【警戒レベル 4】避難指示　発令
●避難場所 
❶市が開設する避難所
本郷小学校、北方コミュニティセンター、南方コミュニ
ティセンター
❷地域の自主防災組織が開設する避難所
各自主防災組織の案内に従い、避難訓練に参加してく
ださい。
●避難情報の入手手段
　音声放送は、ＦＭ告知端末ラジオ、屋外スピーカー、Ｆ
Ｍみはらから流れます。市メール配信システムや市公式
LINEやFacebook、X(旧Twitter)でも避難情報を発信
します。
※ FM告知端末ラジオ、屋外スピーカーから最大音量で
放送します。
●避難行動要支援者の避難訓練の実施
　(協力：特別養護老人ホーム梅菅園)

　本郷小学校体育館では、10時から避難所体験会
を開催します。参加者には、市が備蓄する食料や飲
料水などのサンプルを配ります。
※スリッパと靴袋を持参してください。
●避難所体験会内容
･防災講演会
   避難所での過ごし方、アレルギー対策、地域防災
タイムラインについて(協力：広島県)

･段ボールベッドの組立体験
･災害用伝言ダイヤル(171)体験(協力：NTT西日本)
･役立つ防災グッズの紹介
･障害のある人のための防災用品紹介
･非常食の展示(協力：江崎グリコ)
●駐車場　本郷小学校グラウンド
(昨年度の様子)

●避難所体験会

　避難･ライフライン情報の店内放送や提示、避難所体験
会での講演などを実施します。

●�市民避難行動促進「三原スタイル」
　構築連携協議会の企業･団体も参加

➡避難所受付 ➡段ボールベッドの組立体験
➡市■■HP 
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■■問　広島法務局尾道支局
(■■TEL 0848-23-2883)

■■問　人権推進課
(■■TEL 0848-67-6044)

　夫やパートナーからの暴力やストーカーなど、女性をめぐるさまざ
まな人権問題に対応するため、広島法務局と広島県人権擁護委員連合
会は期間中、専用相談電話の回線を増設し、受付時間を延長して相談体
制を強化します。
■■時　15日(水)～21日(火)8時30分～19時(土･日曜日は10時～17時)
※強化週間以外は、土･日曜日、祝日を除く8時30分～17時15分。
【相談先】女性の人権ホットライン(■■TEL 0570-070-810)

　パートナーシップ宣誓をした人が、転出先で新たな宣誓手続きが不要となる「パートナー
シップ相互利用の協定」を、10月から制度を開始した府中市とも締結しました。
●協定締結自治体：広島市、安芸高田市、廿日市市、府中町、海田町、三次市、東広島市

11月15日(水) ～21日(火)は
全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

パートナーシップ宣誓制度
相互利用の協定を府中市と締結

11月9日(木) ～15日(水)
秋の全国火災予防運動を実施します

11月14日(火)は世界糖尿病デー
三原市医師会病院がブルーライトアップされます
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➡法務省■■HP 

■■問　消防本部予防課
(■■TEL 0848-64-5927■■FAX 0848-62-5119)

　空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季です。「いのちを守る10のポイ
ント」を参考に、火の取り扱いには十分注意しましょう。

➡秋の全国火災予防運動
ポスター

すと死亡リスクが高まります。定期的に健康
診断を受け、食事や運動などの生活習慣を見
直し、糖尿病の疑いがあると言われたら、必ず
受診･治療を開始しましょう。
■■時　14日(火)18時～22時
■■所　三原市医師会病院(■■TEL 0848-62-3113)

　三原市医師会病院では「世界糖尿病デー」に
合わせて、病院建物のブルーライトアップを
行います。
　糖尿病は世界の成人人口の10.5％(約5億
3,700万人)が抱える病気です。自覚症状が少
なく、知らない間に進行し、合併症を引き起こ

4つの習慣
●�寝たばこは絶対にしない、させない
●�ストーブの周りに燃えやすいものを置かない�
●�こんろを使うときは火のそばから離れない
●�コンセントのほこりを取り、不要なプラグは抜く�
6つの対策�
●�ストーブやこんろなどは安全装置の付いた機器を選ぶ
●�住宅用火災警報器を定期点検し、10年を目安に交換する
●�部屋を整理整頓し、寝具、衣類やカーテンは、防炎品を使用する
●�消火器などを設置し、使い方を確認する
●�高齢者や体が不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保する
●�防火防災訓練への参加などにより、地域ぐるみで防火対策を行う

住宅防火�いのちを守る�10のポイント
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